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光重合型 レジンシー トを応用したスプリント製作の試み
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抄録 :スプリント療法は顎機能障害患者の治療に広 く用いられている｡その製作法は,ワックスアップ後,適法に

従い埋没し透明レジンで重合する方法,常温重合レジンを盛 り上げる方法,既製レジンシートを加熱圧凄後,校合画

を常温重合レジンで完成させる方法などが一般的である0本論文では,瞭合床用材料として試作されたシート状の光

重合型レジンを応用したところ,短時間で精度のよいスプリントが製作可能であったので,その製作法を紹介すると

ともに,臨床応用を報告する｡

1. 製作法

校合器に装着した作業模型に光重合レジンシート試料をEE接成型した後,校合面形態を整えたo作業模型ごと光重

合帯内で重合したO校合調整後に作業模型から取 り外し,研磨して完成させた.製作時間は約50分であった｡また,

作業模型が破損することはなかった0

2. 臨床応用結果

寸法精度に優れ,試適時に調整は殆ど必要なく,歯列-の適合性も良好であった｡問題点として,重合後のレジン

にやや弾性が不足しているため,辺縁や校合面の薄い部分に亀裂や破折が認められおO

これらの結果から,光重合型レジンシートによるスプ1)ソトは,臨床応用が十分に可能と思われたo

Abstract:OcclusalsplinttherapyiswidelyusedinTMDpatients,butsometimesmanufacturingthesplintcan

becomealengthyprocedure.Anexistingligbトcurir唱reSinsheetmaterialwasclinicallytestedasanocclusal

splintmaterialwiththepurposeoffabricatingsplintsinareducedperiodoftimeandwithaneasyandaccurate

occlusaladjustment.Thelight-curingresinsheetisplacedonthecast,pressed,mouldedandtrimmedtoproper

at;andthenthesplintisphotopolymerized.

Thismaterialhasanexcellentdimensionalstability,butwhenthicknessisreduced,itbecomesfragile.Ifits

elasticpropertieswereimproved,itcouldbeusedclinicallyasaroutinesplintmaterial.
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1. 緒 看

スプリソト療法は,顎機能障害患者の保存治療の 1つ

として広 く用いられている｡その製作法には,ワックス

アップ後,適法に従い埋没し,透明レジンで重合する方

法1),常温重合レジンを盛 り上げる方法,既製レジンシー

トを加熱圧接後,校合面を常温重合レジンで完成させる

方法2),光重合型レジンを用いる方法3),などがある｡

スプリントは,正しい校合を与え,筋や顎関節の病態

を改善することを目的に装着する4)ので,いずれの製作

法においても, 目ざした唆合を正確に付与できることが

不可欠となる｡他方,日常臨床ではその製作や調整は簡

便であることが望ましい｡

本論文では,シート状の光重合型レジンを応用したと

ころ,短時間で精度のよいスプリントが製作可能であっ

たので,その製作法を紹介するとともに,臨床応用を報

告する｡

2.材料および製作法

1) 材 料

使用した光重合塾レジンは,校合床用材料として開発

されたシー ト状の試料(GC社製マルチプレー トLC)で,

厚さは約2mm,色は淡黄色である｡

2) スプリン ト製作法

作業模型と対合歯模型を適法に従って校合器に装着し

た｡その際の唆合挙上量は,校合採得で決めた量,ある

いは唆合器の切歯指導釘によって,最後方白歯部で唆合

面間距離が1-1.5mm確保できるようにした｡

模型上にサベイラインを摘記後,スプリントの外形線

を記入した｡試料はやや弾性に乏しいため,アンダーカッ

トに入れないようにして,外形線は歯冠頬側面の最大豊

隆部あるいは校合面倒より1/3-1/2の程度の部位を被 う

ように連ねた (図 1)0

分離材としてワセ リンを模型上の唆合面,唇頻舌側面

に塗布した｡歯間空隙部のアソダーカットが強い症例で

はブロックアウトワックスで埋め立てた｡

馬蹄形に切断したレジンシー トを模型に圧接 した後

に,辺縁を外形線に-致させて,シー トを切断した.図

2は圧接が終了した状態を示す｡

次に,レジンシートが圧接された模型を校合器に戻し,

対合歯瞭合面の圧痕を採得した(図3)｡得られた圧痕の

うち,対合歯の機能吹頭頂による印記面の直径が1mm

程度となるように,印記部の周囲を平坦にして唆合面形

態を整えた (図4)0

最後に,スプリント辺縁部の適合と形態を整えて,図

5に示すように模型ごと入る光重合用照射器で3分程照

射し,重合を完了させた｡

レジンが完全に重合したことを確認し,模型を唆合器

に戻し,校合調整を行 う｡その後,スプリントを模型か

図1 スプリント外形線の記入｡外形線は下顎白歯舌側では

サベイライン上をなめらかに連ねた｡

図2 レジンシートの圧接｡馬蹄形に切断したレジンシート

を模型の歯列弓にあわせ,気泡が入らないよう校合面部

より順次,頼舌方向に圧接した後に,外形線に沿って余

剰部分を削除した｡その際レジンシートの圧接を容易に

するため,頬側には左右に1箇所切り込みを入れた｡

図3 対合歯校合面圧痕の採得o
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図4 スプリントの攻合面形態｡余剰な部分はレジンをカー

ビングナイフ等で削除し,また不足部分にはレジンを足

した｡

図5 光重合照射器による重合｡

ら取 り外 し,研磨 して完成する｡

また,スプリン トにクラスプを付与する場合は,クラ

スプを屈曲した後にレジンシー トの小片を,模型に圧接

した上からクラスプの脚部を固定した｡その後,上述の

ようにレジンシー トを圧接成型 した｡

3. 臨床応用結果

′
このようにして製作 したスプリン トを上顎 3例,下顎

1例の合計 4症例に臨床応用 した｡

図6 下顎用スプリントの口腔内装着状態｡

53

図7 スプリント内面の適合状態｡スプリント内面の薄く均

一なフイットチェッカーから適合が良好なことがわか

る｡

図8 装着時の嘆合調整が終了した状態の上顎用スプリン

ト｡

図9 装着3カ月後の状態o図8と同一症例｡

前項の方法で製作 したスプ リン トの口腔内装着に際

し,試適時には適度な維持力が得 られ,歯牙の圧迫感 も

みられなかった｡校合器上で十分な唆合調整を行ってい

たので,口腔内での調整は微少であった(図 6,7,8)0

装着後は10日-2週間間隔で経過観察 した｡図 9は,

スプリン ト装着 3カ月後の状態であるが,唆合面の摩耗
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が少しみられるものの,常温重合レジン製のスプリント

にみられるような汚れはなく,維持力も比較的安定して

いた ｡

4. 考 察

現在スプリントに用いられている材料のうち,加熱重

合レジンは残留モノマーが少ないため常温重合レジンに

比べ曲げ強さ,弾性係数,衝撃強さなどの機械的強さが

大きく5),透明で審美的に優れるなどの長所がある｡しか

し,重合収縮が大きいため適合が良好でなく,浮き上が

るため唆合調整がかなり必要なこと,製作に際しての技

工操作が煩雑で作業時間がかかるなどの短所がある3)0

常温重合レジンは加熱型に比べ手順と作業時間が少ない

などの長所がある｡反面,変色しやすいことや,機械的

性質に劣るため,口腔内で嘆耗が生じやす く,与えた校

合接触を長期にわたって保持しにくい面がある｡一方,

光重合型レジンは,手順が少なく作業時間が短い,収縮

が少なく適合がよい,硬さと機械的強さが大きいなどの

長所がある3)6)が,逆にやや弾性が不足しているため破折

しやすいといった短所もある｡

1) 材料の性質について

今回使用した試料も図10,11に示すように,薄い部分,

細い部分に破折が認められた｡そのため,特に下顎用ス

プリントでは,患者への十分な取 り′扱いの説明が必要と

なる｡また術老側は,適合を十分にチェックした後に,

唆合させないと割れる可能性があることに注意する必要

がある｡

しかし,いずれの場合も図12に示すように,常温重合

レジンにて修理が可能であった｡また,常温重合レジン

の追加による維持力,嘆合面の調整などにも支障はな

かった｡

アクリリックレジンの場合,スプリントの維持力はレ

ジンの弾力を利用してアンダーカットに辺縁を少し入れ

て得ることができる｡しかし,光重合型レジンでは,辛

や弾性に乏しいのでアンダーカットに入れることはでき

ないが,臨床例で示したように適合の良さや,摩擦力等

で維持力を得ることが可能と思われる｡さらには少量の

常温重合レジンを追加した り,クラスプを付与すること

で維持力を調節できると思われる｡

切削感は光重合硬質レジンに類似して,やや硬 く,切

削片は粉状となり手指や周 りに散乱する｡したがって,

唆合関係の頻回の口腔内調整は煩雑となるため,模型上

で十分な校合調整をしておく必要がある｡

今後,重合収縮が臨床上問題 とならない程度に保てる

状態で,フィラーの量を減らし,弾性を得るようにすれ

ば,さらに使いやす くなると思われる｡

図10 研磨時に破折したスプリント｡

図11 装着後,校合圧によって薄い部分が破折した例｡

図12 破折部位を常温重合レジンにて修理した例O

2) 製作法について

今回用いた光重合型レジンシー トの重合前の硬さは,

適度に軟化したワックスのようで,弱い力でも容易に圧

接できた｡しかも,軟らかすぎて成型した部分が変形す

るようなことはなかった｡盛 り足した部分や,削除した
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部分は,軽 く圧接すれば周囲にす ぐになじみ,境界はほ

とんどわからな くなった｡

重合収縮が小 さいため浮き上が り量が少なく,校合調

整は極めて少なかった｡そのため,スプリン ト製作は,

圧接から研磨完成までの製作時問が50分と短かったOま

た,作業模型を破損することもなかった0

5. 結 論

試作の光重合型 レジンシー トを応用 したスプ リン ト

紘,製作時間が短 く歯列-の適合性は良好で,瞭合調整

量も微少であった｡

問題点 として,重合後のレジンにやや弾性が不足して

いるため,辺縁や校合面の薄い部分に亀裂や破折が認め

られた｡

これらの結果から,光重合型 レジンシー トによるスプ

リソトは,臨床応用が十分に可能 と思われた｡
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